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概　要
　本研究では，同じ年齢の幼児集団を対象に同じ絵本を保育経験年数の多い保育者とそうでな
い保育者とが読み聞かせた場合，具体的にどのような差異が生じるのか比較することで，熟達
した保育者の絵本の読み聞かせの特徴を明らかにすることを目的とした。調査対象は，保育経
験年数28年の熟達した保育者Aと，幼稚園教諭免許状と保育士資格をもつ専攻科学生Bの 2 名。
両者は同じ 2 歳児の集団十数名を対象に同じ絵本 5 冊を用いて読み聞かせを行った。保育者
A の読みきかせの特徴としては，「登場人物の動き・感情・状況を，読み方の工夫によって表
現する」「登場人物の感情・状況を自分の表情でも表現する」「登場人物の動きを自分の動作で
も表現する」「子どもが真似しやすい動作を繰り返す」「登場人物によって声をかえる」「擬態語，
擬音語を生かして，場面を盛り上げる」「文字のないページで擬音語を用いて場面を表現する」
「本自体を動かして，躍動感を表現する」「抑揚をつけてストーリーの展開を明確にする」「人
や動物ではない図形等も登場人物とみなし表現する」「微笑みながら，子どもに視線をむける」
の11点が認められた。
Ⅰ．研究の目的
　「幼稚園教育要領」（2008）「保育所保育指針」
（2008）いずれにおいても，「絵本や物語などに
親しみ，興味をもって聞き，想像する楽しさを味
わう」ことは，「言葉」領域の内容の １ つとして
重視されている。「幼稚園教育要領解説」（2008）
には，「幼児期においては，絵本や物語の世界に
浸る体験が大切」と明記されており，その意義に
ついて，おおむね次のように述べられている。幼
児は，あるときは「自分の経験と結び付けながら，
（絵本の世界を）想像し」，またあるときは，絵
本によって「新たな世界に興味や関心を広げてい
く」。「現実には自分の生活している世界しか知ら
ない幼児」も，絵本の中の「登場人物になりきる
ことなどにより」，「想像上の世界に思いを巡らす
こともできる」。さらに，絵本は，登場人物の「悲
しみや悔しさなど様々な気持ちに触れ，他人の痛
みや思いを知る機会ともなる」。また，集団での
読み聞かせでは，「皆で同じ世界を共有する楽し
さや心を通わせる一体感などが醸し出されるこ
と」も多いのである。
　保育者の絵本の読み聞かせについては，これま
でも多く研究されてきている。横山ら（2008）は，
保育における読み聞かせの意義として，「保育者
と子どもたちの安定した信頼関係の上に積み重ね
られる共有体験（一体感） であること」「絵本と
子どもの生活が連続した読み聞かせであること」
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を挙げ，さらに，「日常を離れた空想世界を楽し
む絵本の読み聞かせ」について提案している。並
木（20１2）は，「幼児が安定して絵本に集中でき
る環境」「幼児のイメージを深めるための登場人
物の感情や絵の描写についての発話や間の取り
方」「読後における幼児の気づきや遊びの情報化」
の重要性を指摘している。佐々木ら（１994）は「読
み手が対象絵本を深く読みとり，共感すること」
の大切さを示唆している。
　保育者の絵本の読み聞かせの熟達化に関する研
究もわずかではあるが存在する。秋田ら（１998）
は，「着目する観点自体には経験による大きな差
は見られないが，経験が長くなるとより長いスパ
ンで子どもの育ちを見通し，子どもの自発性を重
視した読み聞かせが行われるようになること，ま
た経験によって，読み聞かせの場面で生じる問題
への具体的な対応策を複数習得していくこと」を
示唆している。それに対し，保育者志望の学生は，
「読み聞かせ場面を保育者の立場から，特に読み
方，声色といった絵本場面に特有の技法的な側面
から捉え」る傾向にあること，すなわち，ノウ・
ハウ的な見方をすることを指摘しつつ，「まずそ
うした典型的対応策を学び，次に全ての場面がそ
のように捉えられないことを実感しながら，子ど
もを中心としたより多様な幅広い視点を獲得して
いくのもかも知れない」 としている（横山ら
１998）。
　このように，保育者志望学生の読み聞かせの技
法への関心が高いこと，そうした典型的対応策の
習得が第一段階であることが示唆されている一方
で， 実際の読み聞かせ場面における保育者の動
作・発話等が，経験年数によってどのように異な
るのか，観察等によりその差異を具体的に明らか
にした研究はない。そこで，本研究では，同じ年
齢の幼児集団を対象に，同じ絵本を，保育経験年
数の多い保育者とそうでない保育者とが読み聞か
せた場合，具体的にどのような差異が生じるのか，
動画記録をもとに比較することで，熟達した保育
者の絵本の読み聞かせの特徴を明らかにしていく
こととした。
Ⅱ．研究の方法
１ ．調査対象・日時等
　調査対象は，X 幼稚園に勤務する保育経験年数
28年の熟達した保育者（以下， 保育者 A） と，
幼稚園教諭免許状と保育士資格をもつ専攻科学生
（以下，学生 B）の 2 名。保育者 A，学生 B は
それぞれ，同じ 2 ， 3 歳児の集団十数名（X 幼稚
園の 2 歳児クラスに所属する子どもたち）を対象
に，同じ絵本 5 冊を用いて読み聞かせを行った。
読み聞かせの実施日時と用いた絵本は表 １ の通り
である。「ぞうくんのさんぽ」と「ぞうくんのあ
めふりさんぽ」は同じシリーズの絵本であり， 2
冊続けて読み聞かせが行われた。 なお， 保育者
A の読み聞かせの観察が学生 B の読み聞かせに
及ぼす影響を考慮して，保育者 A の読み聞かせ
より前に学生 B が読み聞かせを行った。
表 １ 　読み聞かせの実地日時と用いた本
絵本
読み手
「もりのおふろ」
（大型）
「ぞうくんのさんぽ」 「ぼくのくれよん」 「ころころころ」
（大型）
西村敏雄 作
福音館書店 2004年
42×40cm 24ページ
なかのひろたか 作・絵
福音館書店 1968年
27×20cm 27ページ
長新太 作・絵
講談社 1993年
31×21cm 32ページ
元永定正 文・絵
福音館書店 1982年
42×40cm 24ページ
「ぞうくんの
　あめふりのさんぽ」
なかのひろたか 作・絵
福音館書店2004年
27×20cm 32ページ
学生 B 2015年 6 月 8 日 2015年 6 月12日 2015年 6 月19日 2015年 6 月22日
保育者 A 2015年 6 月24日 2015年 7 月 6 日 2015年 7 月13日 2015年 7 月17日
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2 ．記録・分析方法
　保育者 A と学生 B の読み聞かせの様子（子ど
もの様子を含む）をビデオカメラ １ 台で撮影した。
カメラは，子どもと向かい合って立つ保育者 A，
学生 B を正面から撮影できるよう，子どもの後
方に設置した。動画記録を確認しながら，保育者
A，学生Bと子どもの発話・動作を文字化していっ
た。その後，保育者 A への補足インタビューも
行いながら，保育者 A・学生 B の発話・動作を
比較検討していった。
Ⅲ．研究の結果と考察
１ ．絵本の読み聞かせ前の導入の比較検討
（１） 保育者 A の絵本の読み聞かせ前の導入の全
体的特徴
　保育者 A の絵本の読み聞かせ前の導入の特徴
をして認められたのは，表 2 の①～⑥であった。
本研究では， 5 冊の絵本それぞれについて，保育
者 A の導入と学生 B の導入を比較した。同一の
絵本の導入として，保育者 A は行っているが，
表 ２ 　保育者Ａの絵本の読み聞かせ前の導入の特徴
①　明るく歌を歌うなどして，楽しい雰囲気をつくる
②　これから絵本を読むことを知らせる
③　表紙に描かれたものに触れながら語りかけ，その絵本に興味をもてるようにする
④　静かにきくよう声をかけ，絵本をきくための環境づくりをする
⑤　作者名を言う
⑥　絵本を読んでもらう前に「拍手をする」というマナーを大切にする
表 ３ 　絵本「ころ ころ ころ」の読み聞かせへの導入（読前～表紙）
学生 B 保育者 A
Ｂ：［子どもから見て絵本の右側に立つ］
　　『では○○組さん，おはようございます』
Ｃ：『おはようございます』
Ａ：‌『ではもうすぐね，お昼寝をするんですが，お友達がとって
も上手に前に来れたので，これからもう一つね，今日はね，
お話を読みたいと思います』‌
　　 ［子どもから見て左側にある絵本の載せるための高さ １ ｍほ
どの木の台の方へ歩いて行く。絵本は既に台の上に寝かせた
状態で置いてある］『さぁ，さっきより大きいよ。ねぇ』 
　　 ［木の台を両手で押し，左回りに子どもの前を一周しながら
明るく歌う］『絵本さん，絵本さん，ぱちぱちぱちぱち嬉しい
絵本さん。楽しい絵本さ～ん』
　　 ［人差し指を立てて鼻にあてながら］『静かに聞きましょう。
さぁ絵本さんね，もう眠いみたい。眠いの。だけどね，お友
達に会いたいようなので，先生ちょっとね』
　　［絵本に話しかけるように］『‌絵本さん起きてね』
Ｃ：『えほんさ～ん。おきてー』
Ａ：‌『たくさんのおててで』［ 4 回手をたたく］『拍手してください。
起きるかな，絵本さん。はい，おててがぱっ』［両手を開く］
『はい，拍手』
Ｃ：［拍手をする］
Ａ：‌『起きるかな。もっともっとたくさん拍手して。いっぱいいっ
ぱいいっぱいいっぱいいっぱいいっぱい』［子どもに絵本の背
が見えるように徐々に本を立てていく］『あ，起きた。もっと
もっともっともっともっともっともっと。あら，あぁだめだ。
横向いてる。もう一度みんなたくさん拍手して』
Ｃ：［拍手をする］
Ａ：‌［子どもに絵本の表紙が見えるようにゆっくり回転させなが
ら］『いい？このぐらい。まだ？もっともっとかな？ありがと
う。どう？まっすぐになった？よかったね～』［子どもから見
て絵本の左側に立つ］
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学生Ｂは行っていないものが認められた場合，保
育者 A の特徴とし表 2 に示した。
（2）絵本の読み聞かせ前の導入の事例
　表 3 は，絵本「ころ ころ ころ」の読みきかせ
前の保育者 A，学生Ｂの導入の様子である。
　表 3 に見る通り，保育者 A は，明るく歌いな
がら，絵本を載せる台を押して子どもたちの前を
一周したり，眠っている絵本を子どもたちの拍手
で起こすという設定にしたりして，絵本を読む前
から楽しい雰囲気をつくっていた（特徴①）。補
足インタビューでは，「本を置く台の高さと，子
どもの目線の高さが合っているか注意する」「端
の子どもも集中して見られる立ち位置か注意す
る」といった回答も得られており，明るく歌いな
がら台を動かしつつも，適した位置であるか同時
に注意を払っていたものと思われる。
　また，『さぁでは，これから，ころころころ と
いうお話を読みます。元永定正作』と，これから
絵本を読むことを知らせるとともに（特徴②），
作者名も声に出して読み（特徴⑤），『はい拍手で
す』と子どもたちに拍手も促していた（特徴⑥）。
補足インタビューでも，作者名を読むということ
をいつも気をつけているという回答が得られてい
る。作者へ敬意を払い，その本を大切にするとい
う意味でも，留意されているのではないかと思わ
れた。特徴②⑤⑥の一連の流れは，絵本を読む前
には必ず行う習慣として大切にされていることが
うかがれた。これらによって，子どもたちもこれ
から絵本をきくのだという心の準備が自然にでき
るのではないかと思われた。また，保育者 A は，
左手の人差し指を立てて口にあてながら，『さぁ
では，お口はしっ』と言い，個別にも声をかけな
がら，絵本を聞くための環境づくりも行っていた
（特徴④）。
　「表紙に描かれたものに触れながら語りかけ，
その絵本に興味をもてるようにする」（特徴⑥）
については，表 3 に見る通り，絵本「ころ ころ 
ころ」の前には学生Ｂも行っていたが，他の絵本
の前にも必ず行っていたわけではなかったため，
保育者 A の特徴としてあげた。保育者 A は，表
紙に描かれた色玉について子どもたちに問いかけ
るだけでなく，『可愛い丸がいっぱい』といった
Ｂ：‌［表紙が見えるように立てかけられて
いる絵本の右側に立ちながら］
　　『はい，では，みんな何色が好きかな？』
Ｃ：『あお』
Ｂ：『あお？』
Ｃ：『あお』
Ｃ：『ピンク』
Ｂ：『ピンク好き？』
Ｃ：『あお』
Ｂ：‌『あお好き？　さぁ，みんなの好きな
色出てくるかな？』
Ｃ：『ピンク』
Ｂ：『ピンク好き？』
Ｃ：『♢♢ちゃんピンク』
Ｂ：‌ ［頷く］『そっかぁ。じゃあ見てみよう
ね。はい』［表紙のタイトル文字を指
で追いながら］『ころころころ』
　　（中略）
Ａ：‌『さぁ，ねぇ，さっきみんなはクレヨンのお話を見ましたね。
ここに』［表紙の色玉を左から順番に指差しながら］『可愛い
丸がいっぱい。何色が見えますか？』
Ｃ：『あか！』
Ａ：『あか見えた？』
Ｃ：『あお！』
Ａ：『あおも見えた』
　　［きいろの丸を指差しながら］『これは？』
Ｃ：『きいろ！』
Ａ：『きいろも見えた。さぁ，これはどんな形？』
Ｃ：『あか！』
Ａ：『どんな形？』
Ｃ：『あか！』
Ａ：‌［頷く］『あかい丸い形をしています。可愛い丸い形のお話を
読みたいと思います。おててがぱっ』［両手を開く］『はい拍
手です』
Ｃ：［保育者と一緒に拍手をする］
Ａ：‌『さぁでは，お口はしっ』［左手の人差し指を立てて口にあて
る］○○ちゃーん。○○ちゃんこっち向いてください。△△
ちゃーん。さぁでは，これから，ころころころというお話を
読みます。元永定正作』
Ｃ：『しずかにしずかに』
Ａ：［頷いて左手の人差し指を立てて口にあてる］『ころころころ』
Ａ : 保育者Ａ　Ｂ : 学生Ｂ　Ｃ : 子ども　　『　』：絵本の地の文以外に発せられた言葉　 ［　］：動作
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肯定的な表現で用いていた。こうした表現により，
子どもたちは一層絵本に親しみをもてたのではな
いかと思われた。
2 ．絵本の読み聞かせ過程の比較検討
（１） 保育者 A の絵本の読み聞か過程の全体的特
徴
　保育者 A の絵本の読み聞かせ過程の特徴をし
て認められたのは，表 4 の①～⑪であった。前述
の通り，本研究では， 5 冊の絵本それぞれについ
て，保育者 A の読み聞かせと学生Ｂの読み聞か
せを比較した。同一の絵本の読み聞かせとして，
保育者 A は行っているが，学生Ｂは行っていな
いものが認められた場合，保育者 A の特徴とし
表 4 に示した。
　この他，保育者 A も学生 B も行っていた工夫
としては，「子どもの言葉に頷きや返事などで応
答する」「場面によっては微笑みながら読む」「絵
本の中の登場人物などを指差しながら読む」「台
詞の言い手がかわるときに間を入れる」といった
ものが認められた。
（2）絵本の読み聞か過程の事例
１） 「登場人物の動き・感情・状況を読み方の工
夫によって表現する」の事例
　表 5 は，保育者 A の読み聞かせの特徴①「登
場人物の動き・感情・状況を，読み方の工夫（声
の高低，大小，読みの速度，リズム，メロディー，
間）によって表現する」の事例である。
　絵本「ころ ころ ころ」の「色玉が嵐の道を移
動する場面」である。学生Ｂが，地の文　あらし
のみち　ころ　ころ　ころ　をただゆっくり読ん
でいたのに対し，保育者 A は，地の文の ころ を
変えて『ころん』にかえ，さらに，『ころん』 〈間〉 
『ころん』 〈間〉 『ころん』 と，〈間〉 を入れながら
ゆっくりと，さらにドソドのような音程で，最終
的に １ オクターブ高くなるよう，歌うようにして
読み，色玉が風に軽やかにとばされていく様子を
表現していた。登場人物（ここでは色玉）の動き・
表 ４ 　保育者Ａの絵本の読み聞かせ過程の特徴
①　 登場人物の動き・感情・状況を，読み方の工夫（声の高低，大小，読みの速度，リズム，メロディー，間）
によって表現する
②　登場人物の感情・状況を自分の表情でも表現する
③　登場人物の動きを自分の動作でも表現する
④　子どもが真似しやすい動作を繰り返す
⑤　登場人物によって声をかえる
⑥　擬態語，擬音語を生かして，場面を盛り上げる
⑦　文字のないページで擬音語を用いて場面を表現する
⑧　本自体を動かして，躍動感を表現する
⑨　抑揚をつけてストーリーの展開を明確にする（メリハリをつける）
⑩　人や動物ではない図形等も登場人物（生きているもの）とみなし表現する
⑪　微笑みながら，子どもに視線をむける
表 ５ 　 「登場人物の動き・感情・状況を，読み方の工夫（声の高低，大小，読みの速度，リズム，メロディー，間）
によって表現する」の事例
絵本「ころ ころ ころ」　場面 9 ：色玉が嵐の道を移動する場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ： あらしのみち 〈間〉 ころ ころ ころ （ゆっくり読む）Ａ： あらしのみち 〈間〉 『ころん』 〈間〉 『ころん』 〈間〉 
『ころん』 〈間〉 （地の文の ころ を変えて読む。
ドソドのような音程で，最終的に １ オクターブ高
くなるように読み，色玉が風に軽やかにとばされ
ていく様子を表現する） 『ころん』 〈間〉 『ころん』 
〈間〉 『ころん』 〈間〉 （同じ音程で繰り返す）
Ａ：保育者Ａ　Ｂ：学生Ｂ
下線：絵本の地の文　『　』：絵本の地の文以外に発せられた言葉　（　）：読み方の工夫　〈間〉： １ 秒程度の間
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状況を，リズム，メロディー，間によって表現し
ていたといえる。補足インタビューでも「声の高
低，強弱，速度をかえて読む」「歌を挿入し，イメー
ジを膨らませられるようにする」という回答が得
られており，保育者 A がこれらの工夫の効果を
重視していることがうかがわれた。
2） 「登場人物の感情・状況を自分の表情でも表
現する」の事例
　表 6 は，保育者 A の読み聞かせの特徴②「登
場人物の感情・状況を自分の表情でも表現する」
の事例である。
　絵本「ぞうくんのさんぽ」の「 3 匹で歩く場面」
である。学生Ｂが，地の文　「うん　うん，おも
いぞ」　というぞうのセリフを，ただ単調に読ん
でいたのに対し，保育者 A は，「うん 〈間〉 うん，
おもいぞ」　と間を入れながら重そうな声でゆっ
くり読み，さらに，重そうな表情までしていた。
登場人物の感情・状況を自分の表情でも表現して
いたといえる。
3） 「登場人物の動きを自分の動作でも表現する」
の事例
　表 7 は，保育者 A の読み聞かせの特徴③「登
場人物の動きを自分の動作でも表現する」の事例
である。
　絵本「ぼくのくれよん」の「ぞうの鼻がのびて
くる場面」である。学生Ｂが，地の文　にゅー　を，
絵本に描かれたぞうの鼻をなぞりながら読んでい
たのに対し，保育者Aは，自分の右手をのばして，
ぞうの長い鼻が出てきて，クレヨンをつかむ様子
を表現していた。学生Ｂのように，絵本の上で小
さく手を動かす場合よりはるかに，大きなぞうの
鼻がのび出てくる様子が表現されていた。子ども
も， 保育者の動作を真似ながら『ぞうさん』『ぞ
うさん』と言葉を発して反応していた。登場人物
の動きを読み手が自分の動作でも表現することが
効果的であるのがうかがわれた。
4） 「子どもが真似しやすい身振り手振りを繰り
返す」の事例
　表 8 は，保育者 A の読み聞かせの特徴④「子
どもが真似しやすい動作を繰り返す」の事例であ
る。
　絵本「もりのおふろ」の「ブタのきょうだいが
やってきて，ワニの背中を洗う場面」である。学
生Ｂが，地の文　ごしごし　しゅっしゅ　ごしご
表 6 　「登場人物の感情・状況を自分の表情でも表現する」の事例
絵本「ぞうくんのさんぽ」　場面 9 ： 3 匹で歩く場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ：‌ 「ぞうくんは ちからもちだね」 「うん うん，おも
もいぞ」
Ａ：「ぞうくんは ちからもちだね」［重そうな様子を表
情をしながら］「うん 〈間〉 うん，おもいぞ」（重そうな
声でゆっくり読み，ぞうの声を表現する）
Ａ：保育者Ａ　Ｂ：学生Ｂ
下線：絵本の地の文　（　）：読み方の工夫　［　］：動作　〈間〉： １ 秒程度の間
表 7 　「登場人物の動きを自分の動作でも表現する」の事例
絵本「ぼくのくれよん」 場面 4 ：ぞうの鼻がのびてくる場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ： 『すると…』［絵本上でぞうの鼻をなぞりながら］
にゅー 『なんだか長いものが出てきましたねぇ。
なんだろうね～』
Ｃ：『ぞうさん…』
Ｃ：『ぞうさん』
Ｃ：［ぞうの鼻を指差しながら］『ぞうさん』
Ａ： ［右手をのばしてぞうの鼻を表現しながら］にゅー 
（長くのばして読む） [ ぞうの鼻がクレヨンをつ
かむ様子をのばした右手で表現する ]
Ｃ： ［保育者の動作を真似して手をのばしながら］『ぞ
うさん』
Ｃ：『ぞうさん』『ぞうさん』
Ａ：『ぞうさんかな？』
Ａ：保育者Ａ　Ｂ：学生Ｂ　Ｃ：子ども
下線：絵本の地の文　『　』：絵本の地の文以外に発せられた言葉　（　）：読み方の工夫　［　］：動作
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し　しゅっしゅ　を，動物たちの絵の上で手を動
かしながら読んでいたのに対し，保育者 A は，
右手をグーにして，自分の体の前で上下に動かし
ながら読んでいた。保育者Aは，ごしごし　しゅっ
しゅ　ごしごし　しゅっしゅ　というフレーズが
出てくる場面では毎回（全部で 5 場面），この動
作をリズミカルに繰り返していた。やがて，子ど
もたちも一緒になって楽しそうにその動作を真似
し始めていった。これは，表 7 に示した「登場人
物の動きを自分の動作でも表現する」（特徴③）
から生じたものであるといえる。 補足インタ
ビューでも，「 2 ， 3 歳児の発達をふまえ，難し
くなく，繰り返しを楽しめる絵本を選ぶようにし
ている」という回答が得られており，保育者 A
は意識的に，子どもも一緒になって楽しむことが
できるように，子どもの真似しやすい動作を繰り
返していたのではないかと推察された。
5）「登場人物によって声をかえる」の事例
　表 9 は，保育者 A の読み聞かせの特徴⑤「登
場人物によって声をかえる」の事例である。
　絵本「ぞうくんのさんぽ」の「かばに会う場面」
である。学生Ｂが，地の文　「やあ，かばくん」　
「おや，ぞうくん。どこいくの」　「さんぽだよ。
いっしょにいこう」　をどの台詞も同じような声
で単調に読んでいたのに対し，保育者 A は，地
の文　「やあ，かばくん」　というぞうの台詞を，
太く低い声で読んでぞうの声を表現したり，ぞう，
かばのそれぞれの台詞の間に〈間〉を入れたりし
ていた。こうした工夫により，誰の台詞なのかが
よくわかるようになっていた。 2 ， 3 歳児も絵本
の内容を理解しやすくなるのではないかと思われ
た。
6） 「擬態語，擬音語を生かして，場面を盛り上
げる」の事例
　表１0は，保育者 A の読み聞かせの特徴⑥「擬
態語，擬音語を生かして，場面を盛り上げる」の
表 8 　「子どもが真似しやすい動作を繰り返す」の事例
絵本「もりのおふろ」 場面 7 ：ブタたちがワニの背中を洗う場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ： こんどは 〈間〉 ［ブタを指差しながら］『誰がやっ
てきたかな？』
Ｃ：『ブタ』　
Ｂ： 『そう』 ブタの きょうだいが やってきました。 
〈間〉 「ブタさん，わたしの 『からだを』 （地の文
のせなかを を変えて読む） あらってもらえません
か」 〈間〉 ［ワニを指差しながら］『ワニさん』 （地の
文の ワニが を変えて読む） がいいました。 〈間〉 
「はい，いいですよ」 〈間〉 ［動物たちの絵の上で
手を動かし，背中を洗う仕草をしながら］ ごしご
し しゅっしゅ 〈間〉 ごしごし しゅっしゅ
Ａ： こんどは ［ブタを指差しながら］ ブタの きょうだ
いが やってきました。 〈間〉 「ブタさん， わたし
の せなかを あらってもらえませんか」 〈間〉 ワ
ニが いいました。 〈間〉 「はい，いいですよ」 〈間〉 
［右手をグーにして自分の体の前で上下に動かし
ながら］ ごしごし しゅっしゅ 〈間〉 ごしごし 
しゅっしゅ
Ｃ： ［右手をグーにして上下に動かしながら］『ごしご
ししゅっしゅ ごしごししゅっしゅ』
Ａ：保育者Ａ　Ｂ：学生Ｂ　Ｃ：子ども
下線：絵本の地の文　 『　』：絵本の地の文以外に発せられた言葉　（　）：読み方の工夫　［　］：動作
〈間〉： １ 秒程度の間
表 9 　「登場人物によって声をかえる」の事例
絵本「ぞうくんのさんぽ」 場面 3 ：かばに会う場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ： 「やあ，かばくん」 「おや，ぞうくん。どこいくの」 
「さんぽだよ。いっしょに いこう」
Ａ： 「やあ，かばくん」（太く低い声で読み，ぞうの声
を表現する）〈間〉「おや，ぞうくん。どこいくの」
〈間〉「さんぽだよ。いっしょに いこう」（太く低
い声で読み，ぞうの声を表現する）
Ａ：保育者Ａ　Ｂ：学生Ｂ　Ｃ：子ども
下線：絵本の地の文　（　）：読み方の工夫　〈間〉： １ 秒程度の間
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事例である。
　絵本「ぞうくんのあめふりさんぽ」の「池に入っ
ていく場面」である。学生Ｂが，地の文　ばしゃ　
ばしゃ　ばしゃ。　をただ単調に読んでいたのに
対し，保育者 A は，　ばしゃ　を地の文より多
く読み，さらに後半に向けて徐々に音の高さを上
げていっていた。擬態語，擬音語を生かして，場
面を盛り上げていたといえる。同様に絵本「もり
のおふろ」の「動物たちが輪になって背中を洗う
場面」 でも，『あーぶく』 ぶくぶく　ごしごし　
しゅっしゅ　と，擬態語を歌うようにして読み，
場面を盛り上げていた。
7） 「文字のないページで擬音語を用いて場面を
表現する」の事例
　表１１は，保育者 A の読み聞かせの特徴⑦「文
字のないページで擬音語を用いて場面を表現す
る」の事例である。
　絵本「ぼくのくれよん」の「ぞうがいろんな色
の線を描いている場面」である。学生Ｂが，ただ　
『さぁ，ぞうさんはこれからどんな絵を描いてい
くのでしょうか』　と言っていたのに対し，保育
者Aは，『しゅ～～～～～』　という擬音語を使っ
て場面を表現していた。
8） 「本自体を動かして，躍動感を表現する」の
事例
　表１2は，保育者 A の読み聞かせの特徴⑧「本
自体を動かして，躍動感を表現する」の事例であ
る。
　絵本「ぞうくんのさんぽ」の「転ぶ場面」であ
る。学生Ｂが，地の文　うわーっ　をただ単調に
読んでいたのに対し， 保育者 A は，『うわっ』　
うわーっ　と 2 回繰り返し， 2 回目の　うわーっ　
は長くのばして読み，同時に絵本を顔の前で揺ら
していた。本自体が動かされることで，ぞうが転
び，その上にのっていたかばとわにも一緒に落ち
ていく様子が，一層リアルに表現されていた。表
１3に示した「池に落ちる場面」でも，絵本を顔の
前で左右に一往復させて，動物たちが勢いよく落
表10　「擬態語，擬音語を生かして，場面を盛り上げる」の事例
絵本「ぞうくんのあめふりさんぽ」 場面 4 ：池に入っていく場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ： ばしゃ ばしゃ ばしゃ。 『ぞうくんとかばくんはお
池の中を歩きました』
Ａ： ばしゃ ばしゃ ばしゃ。 『ばしゃ』 〈間〉 『ばしゃば
しゃばしゃばしゃ』 （ばしゃ を １ 回増やして 4 回
にし，それを 2 回繰り返して計 8 回読む） （後半
に向けて徐々に音の高さを上げていく）
Ａ：保育者Ａ　Ｂ：学生Ｂ　Ｃ：子ども
下線：絵本の地の文　 『　』：絵本の地の文以外に発せられた言葉　（　）：読み方の工夫　〈間〉： １ 秒程度の間
表11　「文字のないページで擬音語を用いて場面を表現する」の事例
絵本「ぼくのくれよん」 場面16：ぞうがいろんな色の線を描いている場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ： 『さぁ，ぞうさんはこれからどんな絵を描いてい
くのでしょうか』
Ａ：『しゅ～～～～～』
　　 『さぁ，ぞうさんは一体何を描きたいんでしょう。
どんな素敵な絵が出てくるのかな。楽しみですね』
Ａ：保育者Ａ　Ｂ：学生Ｂ　　『　』：絵本の地の文以外に発せられた言葉
表12　「本自体を動かして，躍動感を表現する」の事例
絵本「ぞうくんのさんぽ」　場面10：転ぶ場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ：うわーっ 『ぞうくんは転んでしまいました』 Ａ：  『うわっ』 うわーっ （ 2 回繰り返し， 2 回目は長く
のばす） ［絵本を顔の前で揺らす］
Ａ：保育者Ａ　Ｂ：学生Ｂ　　『　』：絵本の地の文以外に発せられた言葉
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ちていく様子を表現していた。本自体を動かすこ
とが，躍動感を表現するのに有効であることがう
かがわれた。
9） 「抑揚をつけてストーリーの展開を明確にす
る」の事例
　表１3は，保育者 A の読み聞かせの特徴⑨「抑
揚をつけてストーリー（場面転換）にメリハリを
つける」の事例である。
　絵本「ぞうくんのさんぽ」の「池に落ちる場面」
「池に落ちた場面」「みんなで仲良く遊ぶ場面」
である。保育者 A は「池に落ちる場面」を，絵
本自体を動かしながら盛り上げて読んだ後，「池
に落ちた場面」では『おっこった』とおだやかに
読み，続く「みんなで仲良く遊ぶ場面」では，子
どもの方を向いて微笑みながら，徐々に声を小さ
くしていっていた。抑揚をつけてストーリーにメ
リハリをつけていたといえる。こうした工夫によ
り，絵本の中で起きるハプニングにどきどきした
り，ほっとしたりしながら，子どもたちがストー
リーを楽しめるのではないかと思われた。
　こうした工夫は，絵本「ころ ころ ころ」では，
全場面を通じてみとめられた。「色玉が階段を上
る場面」「色玉がでこぼこ道を移動する場面」「色
玉が坂道を上る場面」「色玉が嵐の道を移動する
場面」「色玉が雲の上を移動する場面」など，場
面ごとに雰囲気を明確に変え，メリハリをつけて
いた。
１0） 「人や動物ではない図形等も登場人物とみな
し表現する」の事例
　表１4は，保育者 A の読み聞かせの特徴⑩「人
や動物ではない図形等も登場人物（生きているも
の）とみなし表現する」の事例である。
　絵本「ころ ころ ころ」の「色玉が坂道を上る
場面」である。学生Ｂが，地の文　ころ　を １ 回
多くし，　ころ　ころ　『ころ』 〈間〉 ころ　こ
ろ　ころ　とただ単調に読んでいたのに対し，保
育者 A は，ころ　が繰り返される地の文を，間
を入れながら，徐々に読む速度を遅くしながら読
み，色玉が坂道を一生懸命上っていく様子を表現
していた。人や動物でない図形等も登場人物（生
きているもの）とみなし，表現していたといえる。
１１） 「微笑みながら，子どもに視線をむける」の
事例
　表１5は，保育者 A の読み聞かせの特徴⑪「微
笑みながら，子どもに視線をむける」の事例であ
る。
　絵本「ぼくのくれよん」の「ぞうがらいおんに
怒られる場面」である。学生Ｂが，地の文　でも
ね　をそのまま読んでいたのに対し，保育者Aは，
子どもたちを安心させようとしているかのよう
表13　「抑揚をつけてストーリーの展開を明確にする」の事面
絵本「ぞうくんのさんぽ」　場面11：池に落ちる場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ： 『じゃっぼーん』 （地の文の どっぼーん を変えて
読む）
Ａ： 『どぼーーーーーーん』 （地の文の どっぼーん を
長くのばして読む） ［絵本を顔の前で左右に一往
復させる］
Ｃ : 『あーあ』
絵本「ぞうくんのさんぽ」　場面12：池に落ちた場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ： いけのなかに 『みんなおっこちてしまいました』
　　（地の文の おっこちた を変えて読む）
Ａ： いけのなかに 『おっこった』 （地の文の おっこち
た を変えて，おだやかに読む）
絵本「ぞうくんのさんぽ」　場面13：みんなで仲良く遊ぶ場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ： 『でも』 みんな ごきげん。きょうは いいてんき。 Ａ： みんな ごきげん。きょうは いいてんき。 （終りに
向けて徐々に声を小さくしていく） ［子どもの方
を向いて微笑む］
Ａ：保育者Ａ　Ｂ：学生Ｂ　Ｃ：子ども
下線：絵本の地の文　 『　』：絵本の地の文以外に発せられた言葉　（　）：読み方の工夫　［　］：動作
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に，優しく微笑みかけながら子どもに視線を向け，
でもね　を小さな声で読んでいた。保育者 A は，
このようにして，度々，微笑みながら子どもに視
線を向けていた。
3 ． 保育者 A の絵本の読み聞かせ後の終結の比
較検討
（１） 保育者 A の絵本の読み聞かせ後の終結の全
体的特徴
　保育者 A の絵本の読み聞かせ後の終結の特徴
をして認められたのは，表１7の①～⑤であった。
本研究では， 5 つの絵本それぞれについて，保育
者 A の終結と学生 B の終結を比較した。同一の
絵本の終結として，保育者 A は行っているが，
学生Ｂは行っていないものが認められた場合，保
育者Ａの特徴とし表１6に示した。
　この他，保育者 A も学生 B も行っていたもの
としては，「絵本を読んでもらった後には『お礼
をいう』というマナーを大切にする」といったも
のが認められた。
（2） 保育者 A の絵本の読み聞かせ後の終結の事
例
　表１7は，保育者 A の絵本「もりのおふろ」の
読み聞かせ後の終結の事例である。
　表１7に見る通り，学生Ｂが裏表紙を見せながら，
『おしまい。』と言っていたのに対し，保育者 A
は裏表紙から表紙に戻してから，『もりのおふろ
のお話はこれでおしまい。』と言っていた（特徴
②）。その後，子どもたちに拍手を促していた（特
徴③）。導入にもいつも必ずする一連の流れがあっ
たように，終結でも，表紙を見せながら，おしま
いであることを伝える，拍手やありがとうござい
表14　「人や動物ではない図形等も登場人物とみなし表現する」の事例
絵本「ころ ころ ころ」　場面 7 ：色玉が坂道を上る場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ： さかみち ［色玉を左から順番に指差しながら］ 
〈間〉 ころ ころ 『ころ』 （地の文より ころ を １ 回
多く読む） 〈間〉 ころ ころ ころ 
Ａ： さかみち ［色玉を左から順番に指差しながら］ 
〈間〉 ころ ころ 『ころ』 〈間〉 （地の文より ころ 
を １ 回多く読む） ころ ころ ころ （後半はゆっく
り読み，坂道を一生懸命上っていく様子を表現す
る）
Ａ：保育者Ａ　Ｂ：学生Ｂ　Ｃ：子ども
下線：絵本の地の文　 『　』：絵本の地の文以外に発せられた言葉　（　）：読み方の工夫　［　］：動作
〈間〉： １ 秒程度の間
表15　「微笑みながら，子どもに視線を向ける」の事例
絵本「ぼくのくれよん」　場面14：ぞうがらいおんに怒られる場面
学生Ｂ 保育者Ａ
Ｂ： ぞうは らいおんに おこられて しまいました。 
〈間〉 でもね 
Ａ： ぞうは 〈間〉 らいおんに 〈間〉 おこられて しまい
ました。 〈間〉 でもね （優しく子どもに微笑みかけ
ながら小さな声で読む）
Ａ：保育者Ａ　Ｂ：学生Ｂ　Ｃ：子ども
下線：絵本の地の文　 『　』：絵本の地の文以外に発せられた言葉　（　）：読み方の工夫　［　］：動作
〈間〉： １ 秒程度の間
表16　保育者Ａの絵本の読み聞かせ後の終結の特徴
①　子どもと一緒に登場人物を振り返る
②　表紙を見せながら，「おしまい」であることを知らせる
③　絵本を読んでもらった後は「拍手をする」というマナーを大切にする
④　その後の活動につながっていく終わり方をする
⑤　また次に絵本を読むことが楽しみになるような言葉をかける
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ましたの挨拶をするという流れは，毎回大切にさ
れていた。
　保育者 A は，その後，再び絵本を開き，『誰が
いたか覚えてる？』と問いかけ，登場人物の動物
を順々に指差し，クイズ形式で子どもたちと登場
人物を振り返っていっていた（特徴①）。絵本「ぞ
うくんのさんぽ」「ぞうくんのあめふりさんぽ」
の終結でも，表紙と裏表紙の絵がつながっている
ことがいかして，動物たちのお尻が描いてある裏
表紙を見せながら，「だれかな？」「これは？」と
問いかけ，その後，表紙と裏表紙をつなげて示し，
子どもの答えが正解であることを伝えていた。
　また，特に興味深かったのは，最後に『みんな
で仲良しだね。○○組さんも森の動物さんみたい
に仲良くプールに入れるかな？気持ちがいいとい
いですね』 と言って，その後のプールの活動につ
なげていっていた点である（特徴④）。補足イン
タビューでも，「絵本の世界と子どもたちの日々
の生活とのつながりを大切にする」「その後の活
動の導入として絵本を活用することもある」 と
いった回答が得られており，動物たちが仲良く一
緒に入ったお風呂をイメージしながら子どもたち
がプールに入れるよう，子どもの実際の生活との
つながりを大切にしていたものと思われる。
表17　絵本「もりのおふろ」の読み聞かせ後の終結（裏表紙～読後）
Ｂ：‌［裏表紙を見せながら］『おしまい。　
どうもありがとうございました』
Ｃ： 『ありがとうございました』［保育者と
一緒に言う］
Ｂ：‌『動物さんたち気持ちよさそうだった
ね。はい，では終わります。ありがと
うございました』
Ａ：‌［裏表紙に描かれたブタを指差す］『ブタさんも。さぁ』［表紙
に返しながら］『もりのおふろのお話はこれでおしまい。さん
はい。どうもありがとうございました』
Ｃ：『ありがとうございました』［保育者と一緒に言う］
Ａ：『どういたしまして』［拍手をする］ 『上手でした』
Ｃ：［拍手をする］
Ａ：‌『さぁ今日ね，森のお風呂の中にね，動物さんがいっぱいい
たでしょ。ねぇ』
Ｃ：『んーカバさん』
Ａ：［絵本を開きながら］『誰がいたか覚えてる？みんな』　
Ｃ：『カバさん』
Ａ：‌『カバさんがいた？どうでしょうか』［場面12のページを開く］
『あっいた。ほら。森の動物さんね，気持ちよさそうにみん
なおめめ閉じてるの』［目を閉じる］『いい気持ちだな～って。
さぁ，お友達はこの動物さん呼んであげれるかな？』［ウサギ
を指差しながら］『じゃあここにいる動物さんだあれ？』
Ｃ：『ウサギ』
Ａ：『ウサギさん。それから』
　　［ウマを指差しながら］『わかる？』
Ｃ：『オオカミ』
Ｃ：『おウマさん』
Ａ：『おウマさん。はい』‌
　　［ヒツジを指差す］
Ｃ：『ヒツジさん』
（ 中略：その後，同様に，カバ，ゴリラ，オオカミ，ブタ，ワニ，
ゾウと続く） 
Ａ：［ライオンを指差す］
Ｃ：『ライオン』
Ａ：『ライオンさん。みんなで仲良しだね。○○組さんも』
　　 ［動物を指差しながら］『森の動物さんみたいに仲良くプール
に入れるかな？気持ちがいいといいですね』 
　　 ［絵本を閉じながら］『さぁじゃあみんなもプールの支度をし
ましょうね』
Ａ：保育者Ａ　Ｂ：学生Ｂ　Ｃ：子ども　　『　』：絵本の地の文以外に発せられた言葉　［　］：動作
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Ⅳ．総合考察
　本研究では同じ年齢の幼児集団を対象に，同じ
絵本を，保育経験年数の多い保育者とそうでない
保育者とが読み聞かせた場合，具体的にどのよう
な差異が生じるのか，動画記録をもとに比較する
ことで，熟達した保育者の絵本の読み聞かせの特
徴を明らかにしてきた。
　表１8は，保育者 A の読み聞かせ前の導入，読
み聞かせ中，読み聞かせ後の終結における特徴を
示したものである。絵本ごとに，各特徴がみとめ
られた回数も示した。
　導入，終結では，毎回きまって行うものがあっ
た。導入での「これから絵本を読むことを知らせ
る」「作者名を言う」「絵本を読んでもらう前に『拍
手をする』というマナーを大切にする」，終結で
表18　保育者Ａの導入・読み聞かせ・終結の特徴
「もりのおふろ」「ぞうくんのさんぽ」「ぞうくんの  あめふりさんぽ」
「ぼく くれよん」「ころころころ」
導
　　　
入
①　 明るく歌を歌うなどして，楽しい雰囲気をつくる １ １ １ １ １
②　 これから絵本を読むことを知らせる １ １ １ １ １
③　 表紙に描かれたものに触れながら語りかけ，その絵本に興味をも
てるようにする
１ １ １
④　 静かにきくよう声をかけ，絵本をきくための環境づくりをする １ １ １
⑤　 作者名を言う １ １ １ １ １
⑥　 絵本を読んでもらう前に「拍手をする」というマナーを大切にす
る
１ １ １ １ １
読み聞かせ
①　 登場人物の動き・感情・状況を，読み方の工夫（声の高低，大小，
読みの速度，リズム，メロディー，間）によって表現する
5 3 3 12
②　 登場人物の感情・状況を自分の表情でも表現する 2 5 １
③　 登場人物の動きを自分の動作でも表現する 7 １ １
④　 子どもが真似しやすい動作を繰り返す 7
⑤　登場人物によって声をかえる 4 6
⑥　 擬態語，擬音語を生かして，場面を盛り上げる １ １ １
⑦　 文字のないページで擬音語を用いて場面を表現する １ １
⑧　 本自体を動かして，躍動感を表現する 2 １
⑨　 抑揚をつけてストーリーの展開を明確にする（メリハリをつける） １ 3 5 3 13
⑩　 人や動物ではない図形等も登場人物（生きているもの）とみなし
表現する
2
⑪　 微笑みながら，子どもに視線をむける １ 2 2 2 3
終
　　　
結
①　 子どもと一緒に登場人物を振り返る １ １ １
②　 表紙を見せながら，「おしまい」であることを知らせる １ １ １ １ １
③　 絵本を読んでもらった後は「拍手をする」というマナーを大切に
する
１ １ １ １
④　 その後の活動につながっていく終わり方をする １
⑤　 また次に絵本を読むことが楽しみになるような言葉をかける １
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の「表紙を見せながら，『おしまい』であること
を知らせる」「絵本を読んでもらった後は『拍手
をする』というマナーを大切にする」などである。
導入では，「楽しい雰囲気づくり」とともに，「表
紙に触れながらの興味の喚起」や「絵本をきくた
めの環境づくり」も大切にされていた。終結では，
「子どもと一緒に登場人物を振り返る」ことや，
「その後の活動につながっていく終わり方をする」
「また次に絵本を読むことが楽しみになるような
言葉をかける」ことも大切にされていた。
　これらの背景は， 4 月に 2 歳児クラスでの集団
生活をスタートさせた子どもたちが，そこでの生
活の流れに慣れ，安定して過ごす中で， １ つ １ つ
の活動を楽しみに期待しながら，自ら参加する気
持ちをもってほしいという保育者の願いもあった
のではないかと思われる。
　読み聞かせ過程でも，様々な工夫が凝らされて
いた。「登場人物の動き・感情・状況を，読み方
の工夫（声の高低，大小，読みの速度，リズム，
メロディー，間）によって表現する」「登場人物
の感情・状況を自分の表情でも表現する」「登場
人物の動きを自分の動作でも表現する」「子ども
が真似しやすい動作を繰り返す」「登場人物によっ
て声をかえる」「擬態語，擬音語を生かして，場
面を盛り上げる」「文字のないページで擬音語を
用いて場面を表現する」「本自体を動かして，躍
動感を表現する」「抑揚をつけてストーリーの展
開を明確にする（メリハリをつける）」「人や動物
ではない図形等も登場人物（生きているもの）と
みなし表現する」「微笑みながら，子どもに視線
をむける」などである。
　読み方の工夫だけでなく，読み手の表情や動き
も生かして，登場人物の動き・感情・状況が表現
されていたのは興味深い。特に，読み手が自らの
動作を取り入れることで，子どもも一緒になって
その動作を真似して行い，それにより読み手と子
どもとの一体感が一層生まれていたように思われ
る。
　擬態語，擬音語を生かして場面を盛り上げたり，
本自体を動かして躍動感を表現したりといった工
夫も，子どもたちを惹きつけるものになっていた
と思われる。こうした強調がある一方で，静かに
落ち着いた雰囲気で読む場面もあり，場面ごとの
メリハリが，子どもたちをどきどきわくわくさせ
たり，ほっとさせたりすることにつながっていた
と思われる。
　絵本「ころ ころ　ころ」は，人や動物が登場
せず，登場人物の会話も一切なく，色玉がひたす
らいろいろな場所を転がっていく様子を描いた絵
本であるが，この絵本の読み聞かせでは，「人や
動物ではない図形等も登場人物（生きているもの）
とみなし表現する」という特徴が，学生Ｂの読み
聞かせと比較して際立っていた。固定概念にとら
われず，読み手が柔軟な見立てをすることで，子
どもたちも，色玉を自分たちと同じように生きて
いるものと感じることができていたように思われ
た。
　さらに，「微笑みながら，子どもに視線をむける」
というのも，保育者 A にのみ認められたもので
あった。学生Ｂも度々微笑みながら絵本を読んで
はいたものの，子どもの方に視線を向けることは
なかった。保育者 A がゆとりをもって読み聞か
せをする中で，微笑みながら視線を向けることで，
子どもたちも安心して，絵本に集中し楽しめてい
たのではないかと思われる。
　冒頭でも述べた通り，横山ら（2008）は，保育
における読み聞かせの意義として，「保育者と子
どもたちの安定した信頼関係の上に積み重ねられ
る共有体験（一体感） であること」「絵本と子ど
もの生活が連続した読み聞かせであること」を挙
げ，さらに，「日常を離れた空想世界を楽しむ絵
本の読み聞かせ」について提案している。表１9に
示した保育者 A の特徴はいずれもこれらの意義
に関連したものであったと思われる。絵本選びの
段階から，保育者は子どもたちの日々の生活をふ
まえ，それらが絵本とつながり，子どもたちの日々
の生活も，また，絵本の想像の世界を楽しむこと
も，どちらもが豊かになることを願っていたもの
と思われる。絵本「もりのおふろ」の読後の終結
の際に，仲良しな森の動物たちに触れ，『みんな
で仲良しだね。○○組さんも森の動物さんみたい
に仲良くプールに入れるかな？気持ちがいいとい
いですね』（表１7）と保育者が子どもたちに言葉
をかけていたところからもそれがうかがわれる。
子どもたちへの愛情を基盤に，保育者が日常を離
れた空想世界を，子どもたちと一体となって共に
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楽しみたいと願うことで，様々な表現の工夫が生
まれてきていたのではないかと思われる。
　以上，熟達した保育者の導入，終結を含む絵本
の読み聞かせの特徴を見てきた。ただし，本研究
は，保育者Aのみを対象とした一事例に過ぎない。
今後はさらに，他の熟達した保育者の事例も見て
いきたいと思う。
付記
　本論文は，山梨学院短期大学研究倫理規程に基
づく「人の研究に関する研究倫理審査」により承
認された（承認番号20１6007）。
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